
2002年7月に創刊した広報誌「Bloom!」は、大学
ブランド顕示を目標に本号より「Bloom!　医科歯科」
（咲き誇れ、医科歯科）と名称を改めました。本号
では、大学教職員への自校教育を目的に、4月10
日に開催された教職員FD研修プログラムの内容
を特集としました。冒頭で大山学長は、第一期中
期目標・中期計画のまとめと第二期中期目標・中
期計画の抱負について、本学は、新たに設定され
た大学ミッション「知と癒しの匠を創造する」の下、
“最高の知識と技術を身に付けて、深い思いやり
と倫理観を持った医療系の専門家育成を目指す”
と語りました。続いて、木村副学長（評価担当）は、
第一期の暫定評価は「良好」であり、本学は86国
立大学中8位にランクされていること、須田理事（教

育担当）は医歯学の融合教育、森田理事（研究担
当）は未来の医歯学研究に向けた体制、吉澤理事
（医療担当）は医療のミッションを果たすための目
標、佐々木理事（企画・国際交流担当）は大学躍
進の鍵を握るブランド力、坂本医学部附属病院
長、嶋田歯学部附属病院長は各附属病院の現況
と将来、谷本理事（総務・財務・施設担当）は大学
ミッションを果たすための大学運営について講演
しています。本号から、過去、現在を融合し躍進
する東京医科歯科大学について情報を発信する
ため、『医療研究最前線』、『附属病院診療科訪
問』、『卒業生の今』、『医科歯科大生File』などの
連載を始めました。Bloom!　医科歯科（咲き誇れ、
医科歯科）。
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2
0
0
2
年
7
月
に
創
刊
し
た「B

loom！

」は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を

顕
示
す
べ
く「B

loom！

医
科
歯
科
」と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
3
つ
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
つ
に
は
、
自
校
教
育
の
動
機
付
け
と
し
て
、

本
学
の
創
立
記
念
日（
10
月
12
日
）に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、「
マ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

学
生
教
職
員
に
呼
び
か
け
、
大
学
構
内
と
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
綺
麗
に
保
つ
大
切
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
、

学
生
教
職
員
の
壁
を
超
え
た
協
力
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

同
時
に「
癒
し
の
緑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
、

紅
白
の
梅
と
蝋
梅（
バ
ラ
科
）を
植
樹
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
春
、
湯
島
門
に
2
本
、
お
茶
の
水
門
に
3
本
の
桜
を
寄
贈
し
ま
し
た
が
、

来
春
に
は
開
花
す
る
そ
う
で
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
や
る
気
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、
今
年
は
、
医
学
部
・
歯
学
部
附
属
両
病
院
に

お
け
る
顕
著
な
活
動
を
対
象
に
表
彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
学
の
初
め
て
の
取
り
組
み「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」

と
し
て
、
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
の
見
学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
日
、
新
講
堂
で
は
、
本
学
経
営
協
議
会
学
外
委
員
の

出
井
伸
之
氏（
ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）に
、

ご
講
演
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
に
も
改
め
て
各
同
窓
会
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る

つ
も
り
で
す
が
、
奮
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
つ
に
は
、
4
月
10
日
に
、
本
学
と
し
て
は
初
め
て
の
全
学
教
職
員
Ｆ
Ｄ

（
第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
）を
開
催
し
、5
0
0
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
を
取
り
巻
く
諸
問
題
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
意
識
の

喚
起
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
と
理
解
の
浸
透
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
末
か
ら
7
月
に
掛
け
、
医
学
部
／
歯
学
部
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
と
25
回
に
わ
た
り
、

学
長
・
学
生
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、
学
年
進
行
に
伴
い
、
着
実
に
医
療
人
に
向
け
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、

大
変
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
7
月
の
教
育
研
究
評
議
会
で
学
生
の
生
の
意
見
を
伝
達
し
、

教
職
員
の
真
摯
な
対
応
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

3
つ
に
は
、
本
学
の
海
外
研
究
拠
点（
ガ
ー
ナ
、チ
リ
）に
若
干
の
学
生
で
あ
り
ま
す
が
、

十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ま
せ
た
上
で
、
短
期
派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

常
駐
研
究
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
、
国
際
貢
献
の
あ
り
様
、
連
携
研
究
の
楽
し
さ
、

人
材
育
成
の
喜
び
を
体
感
し
て
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

以
上
3
点
が
、
直
近
の
、
し
か
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
を
今
日
よ
り
も
明
日
、
明
日
よ
り
も
明
後
日
へ
と
、

よ
り
輝
く
大
学
へ
躍
進
さ
せ
る
べ
く
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。東

京
医
科
歯
科
大
学
学
長

大
山 

喬
史
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JR御茶ノ水駅から聖橋を渡
ると目にする東京医科歯科大
学の壁面レリーフ。ここには、
診療、教育、研究という、大
学の3つの基本理念が刻まれ
ています。 左側から、「ヒポ
クラテスの誓い」「アテネの
学堂」「全身麻酔の実験」とい
う3つのモチーフからなるこの
壁画、時間がある時にじっく
り眺めてはいかがでしょうか。

今号の表紙

2009年秋に完成した医歯学総合研
究棟Ⅱ期棟「M&Dタワー」。医学、歯
学の枠を超えた様々な連携が期待
されています。2階の大講堂前のホ
ワイエには、3階に続く階段があり、
図書館へとつながります。

September 2010
No.10

医学部附属病院 呼吸器外科
20附属病院・診療科訪問
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医歯学の融合で
未来を拓く

5第二期中期目標・中期計画に向けた
教職員FD研修プログラム

特集
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医
歯
学
の
融
合
で
未
来
を
拓
く

2
0
1
0
年
4
月
10
日
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、

「
第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
向
け
た
教
職
員
F
D
研
修
」を
開
催
し
た
。

冒
頭
で
は
大
山
学
長
が「
第
一
期
・
第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
ま
と
め
と
抱
負
」と
題
し
て
講
演
。

第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
、
本
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
教
育
の
充
実
、

病
院
機
能
の
強
化
、
M
&
D
タ
ワ
ー
の
建
設
な
ど
様
々
な
試
み
を
振
り
返
っ
た
。

第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
知
と
癒
し
の
匠
を
創
造
す
る
」と
定
め
て
い
る
。

大
山
学
長
は「
最
高
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
て
、

深
い
思
い
や
り
と
倫
理
観
を
持
っ
た
医
療
系
の
専
門
家
育
成
を
目
指
す
」と
語
っ
た
。

教
育
で
は
、
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
医
歯
学
融
合
教
育
の
重
要
性
を
強
調
。

研
究
で
は
、
公
的
支
援
が
終
了
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
学
長
裁
量
経
費
に
よ
る
追
加
支
援
や
、

女
性
研
究
者
支
援
の
た
め
に
環
境
整
備
な
ど
を
述
べ
た
。

医
療
で
は
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
提
言
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
ガ
ー
ナ
、
チ
リ
、
タ
イ
の
3
カ
国
に
海
外
教
育
研
究
拠
点
を
開
設
し
、

教
育
、
研
究
面
で
国
際
交
流
の
活
性
化
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。

こ
の
ほ
か
理
事
な
ど
に
よ
る
担
当
分
野
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
向
け
た

教
職
員
F
D
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
１
９
２
８
年（
昭
和
３
年
）に

日
本
で
初
と
な
る
国
立
の
歯
学
教
育
機
関

「
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
」と
し
て
誕
生
し
た
。

官
制
が
公
布
さ
れ
た
同
年
10
月
12
日
を
開
校
記
念
日
と
し
て
い
る
。

１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）の
第
１
回
入
学
式
は
、

当
時
の
一
ツ
橋
に
設
立
さ
れ
た
病
院
で
開
催
さ
れ
、

翌
年
に
は
同
病
院
が
御
茶
ノ
水
地
区
に
移
転
。

こ
れ
を
第
一
附
属
医
院
と
し
、
一
ツ
橋
地
区
を
第
二
附
属
医
院
と
し
た
。

2
0
0
8
年
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
は
、
創
立
80
周
年
を
迎
え
た
。

東
京
高
等
歯
科
医
学
校
第
一
附
属
医
院　

１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）頃

東京医科歯科大学の
過去から現在までの
トピックス、エピソードを
ピックアップして紹介します。

医科歯科 

百景 1

Scene of Tokyo Medical 
and Dental University

C
u

ltivate the future
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第一期の外部評価と他大学との比較

暫定評価は「良好」 
国立大学上位10％内と評価

学
は
大
き
く
分
け
て
、
国
立
大

学
法
人
評
価
と
、
教
育
認
証
評

価
と
い
う
、
2
つ
の
外
部
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
2
つ
は
全
く
異
な
る
制
度

の
下
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

国
立
大
学
法
人
評
価
で
は
、
毎
年
の
年

次
評
価
と
は
別
に
、
中
期
目
標
期
間
中
評

価
と
し
て
、
2
0
0
4
年
度
か
ら
07
年
度

の
4
年
間
の
達
成
状
況
の
評
価
（
暫
定
評

価
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
08
年

度
、
09
年
度
の
2
年
分
の
評
価
が
さ
ら
に

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
合

わ
せ
て
確
定
評
価
と
呼
び
ま
す
。

　

本
学
の
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画

で
は
、
医
学
部
附
属
病
院
、
歯
学
部
附
属

病
院
の
運
営
を
見
直
し
て
、
そ
こ
で
捻
出

さ
れ
た
剰
余
金
を
、
教
育
研
究
お
よ
び
診

療
活
動
の
質
の
向
上
に
使
い
、
そ
の
サ
イ

ク
ル
を
通
じ
て
さ
ら
に
両
附
属
病
院
の
診

療
活
動
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
中
間

目
標
期
間
中
の
4
年
間
の
業
務
実
績
で

は
、
教
育
、
研
究
、
社
会
連
携
・
国
際
交

流
等
の
す
べ
て
の
項
目
で
中
間
目
標
の
達

成
状
況
が
「
良
好
ま
た
は
概
ね
良
好
で
あ

る
」
と
非
常
に
良
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
国
立
大
学
運
営
費
交
付
金
の
評
価
反

映
分
の
結
果
を
見
る
と
、
全
86
大
学
の
う

ち
、
本
学
は
8
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

で
は
、本
学
の
中
期
目
標
期
間
評
価（
暫

定
評
価
）
の
数
値
化
（
図
1
）
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
業
務
達
成
度
評
価
で
は
4

項
目
、
教
育
研
究
達
成
度
評
価
で
は
3
項

目
、
教
育
水
準
評
価
で
は
5
項
目
と
質
の

向
上
度
、
研
究
水
準
評
価
で
は
2
項
目
と

は
、
9
年
前
に
胃
が
ん
の
た
め

胃
の
全
摘
出
手
術
を
行
い
、
1

人
の
患
者
と
し
て
様
々
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
私
が
書
い
た
本
の
『
範
は
歴
史
に
あ

り
』
の
中
で
は
、
政
治
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
、
一
貫
し
て
1
つ
の
使
命
感

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、「noblesse oblige

（
ノ

ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
）」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
地
位
の
高
い

人
は
そ
れ
だ
け
の
重
い
責
任
が
あ
る
と
い

う
意
味
で
す
。
英
国
の
代
表
的
な
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
イ
ー
ト
ン
・
カ
レ

ッ
ジ
に
行
く
と
、
こ
の
言
葉
が
書
い
て
あ

っ
て
、
そ
の
下
に
無
数
の
人
の
名
前
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ー
ト
ン
校
を

卒
業
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
進
学
し
、
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
の
名
前
で
す
。
な
ぜ
そ

ん
な
に
多
く
の
卒
業
生
が
亡
く
な
っ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
は
彼
ら
が
「
自
分
た
ち
は

選
ば
れ
た
人
間
で
あ
り
、
選
ば
れ
た
人
間

は
誰
よ
り
も
重
い
責
務
を
負
っ
て
い
る
」

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
使
命

感
は
、
医
療
に
も
通
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

質
の
向
上
度
と
い
っ
た
項
目
が
評
価
の
対

象
に
な
り
ま
し
た
。
本
学
の
暫
定
評
価
の

単
純
平
均
数
値
で
は
、
教
育
の
水
準
は

1
・
20
で
し
た
。
満
点
が
2
点
で
す
の
で

6
割
程
度
の
評
価
点
で
し
た
。
ま
た
、
研

究
の
水
準
の
平
均
点
は
1
・
39
で
す
の
で

7
割
程
度
の
評
価
点
で
し
た
。
し
か
し
、

最
終
的
な
評
価
結
果
で
は
、
こ
の
達
成
度

や
水
準
の
数
値
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
業
務
達
成
度
に
つ
い
て
は
、

4
項
目
の
合
計
点
数
に
ウ
エ
イ
ト
の
2
を

か
け
る
、
教
育
研
究
達
成
度
は
3
項
目
の

合
計
点
数
に
2
を
か
け
る
、
教
育
や
研
究

の
水
準
に
は
3
を
か
け
る
と
い
っ
た
点
数

化
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
最
終
的

な
総
合
評
価
点
は
、
91
点
満
点
の
う
ち
の

53
・
26
点
と
な
り
、
全
国
の
国
立
大
学
中

8
位
に
位
置
し
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
分
か
る
よ
う
に
、
教
育
水
準
の

評
価
ウ
エ
イ
ト
が
非
常
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
15
点
満
点
に

3
を
か
け
ま
す
の
で
、
91
点
満
点
の
う
ち

教
育
点
は
45
点
と
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
、
大
学
が
教
育
を
主
体
と
す

る
組
織
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
意
味
付
け

だ
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
確
定
評
価
に
向
け
て
の
作
業
を

進
め
て
お
り
、
本
学
の
実
力
が
き
ち
ん
と

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
評
価
報
告
書
を
と
り

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
教
育
認
証
評
価
で
は
、
大
学
設

置
基
準
等
を
は
じ
め
、
大
学
評
価
・
学
位

授
与
機
構
が
定
め
る
大
学
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
で
認
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。
こ

の
中
で
の
課
題
と
し
て
は
女
性
研
究
者
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
09
年
度
か
ら
個
人
評

価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中

期
目
標
・
中
期
計
画
を
達
成
す
る
観
点
か

ら
、
教
員
の
個
々
人
の
年
次
評
価
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
評
価

結
果
を
基
に
し
て
昇
給
な
ど
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
と
い
う
趣
旨
で
始
め

ま
し
た
が
、
実
施
し
て
い
く
中
で
、
よ
り

良
い
評
価
シ
ス
テ
ム
に
改
良
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
本
の
中
で
は
福
澤
諭
吉
の
「
政

治
と
は
悪
さ
加
減
の
選
択
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
を
引
用
し
て
い
ま
す
。
政
治
に
お

い
て
は
ベ
ス
ト
な
選
択
は
な
い
、
ベ
タ
ー

も
な
い
と
。
皆
が
納
得
す
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
結
論
と
い
う
の
は
な
か
な
か
得
ら

れ
な
い
。
得
ら
れ
る
の
は
、
ど
の
結
論
が

よ
り
悪
く
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
と
。
そ

の
位
の
謙
虚
な
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

　

私
は
、
手
術
の
後
、
4
回
に
わ
た
っ
て

腸
閉
塞
を
起
こ
し
、
お
医
者
さ
ん
に
は
随

分
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
主
治
医
の
先

生
か
ら
は
、「
5
年
後
の
生
存
確
率
は
5

割
〜
7
割
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

う
と
き
、
医
師
は
生
存
確
率
に
つ
い
て
の

可
能
性
を
言
う
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
側
に

と
っ
て
は
、
逆
の
可
能
性
を
考
え
て
し
ま

う
も
の
で
す
。
全
く
何
も
で
き
な
い
状
態

が
数
日
間
続
き
、
遺
書
を
書
い
て
よ
う
や

く
少
し
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
、

本
の
書
評
を
3
冊
分
書
い
て
い
な
い
こ
と

に
気
付
い
た
の
で
す
。
手
術
の
前
の
日
に

よ
う
や
く
仕
上
げ
て
渡
し
ま
し
た
。

　

先
日
私
は
、
読
売
新
聞
と
そ
の
関
連
会

社
の
新
入
社
員
に
講
演
す
る
機
会
が
あ

り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
は
何
か
、
さ
ら

に
ど
の
よ
う
な
職
業
に
も
共
通
す
る
考
え

方
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
「
健
全
な
相
対
主
義
」
で
す
。

私
は
政
治
の
世
界
を
ず
っ
と
見
て
い
ま
す

か
ら
、「
一
方
の
主
張
や
考
え
が
1
0
0

％
正
し
く
て
、
他
方
が
全
く
間
違
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
か
だ
か
51
対
49
、
多
く
の

場
合
は
50
対
50
で
す
。
そ
こ
で
最
後
は
多

数
決
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
価
値
を
認
め

合
う
か
ら
、
多
数
決
で
決
め
る
し
か
な

い
、
そ
れ
が
民
主
主
義
な
の
で
す
。
そ
の

よ
う
に
考
え
た
と
き
に
、
自
分
の
主
張
と

は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
決
し
て
絶
対
で
は

な
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ

し
、
あ
ま
り
に
相
対
主
義
が
進
み
過
ぎ
る

と
、
あ
る
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
「
健
全
な
」
と

つ
け
て
い
ま
す
。
要
は
自
分
の
考
え
が
す

べ
て
正
し
い
と
思
わ
な
い
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
は
「
適
度
の
懐
疑
論
」
で
す
。

自
分
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
と
自
ら
を
疑

う
気
持
ち
で
す
。
特
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
場
合
は
、
自
分
の
事
を
棚
に
上
げ
て
人

の
こ
と
を
と
や
か
く
言
う
。そ
う
す
る
と
、

誰
よ
り
も
懐
疑
の
気
持
ち
を
持
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
鳥
の
目
と
虫
の
目
。
大
き

い
時
代
を
見
る
目
、
そ
れ
か
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
を
思
う
目
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
15
年
前
に
脳
梗
塞
で

亡
く
な
っ
た
母
親
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
私
は
、
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
に
母

親
か
ら
3
つ
の
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、「
何
事
に
も
手
を
抜
か
ず
、

常
に
全
力
で
当
た
れ
」。
2
つ
目
は
、「
傲

慢
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
仕
事
に
慣
れ

て
く
る
と
生
意
気
に
な
る
。
常
に
謙
虚
で

あ
れ
」。
3
つ
目
は
、「
ど
ん
な
人
で
も
嫌

い
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
人
の
中
に

自
分
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ

け
れ
ば
嫌
い
に
な
ら
な
い
」。
こ
う
し
て

立
っ
て
い
る
と
き
も
、「
お
前
は
今
、
全

力
で
話
し
て
い
る
の
か
」
と
言
わ
れ
て
い

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

政治の心と医療の心

選ばれた人間は
誰より重い責務を担う

大私

●はしもと ごろう
1946年秋田県生まれ。70年慶應義塾
大学法学部政治学科卒業、同年読売新
聞社入社。浜松支局、本社社会部、政
治部、論説委員、政治部長、編集局次長、
編集委員を経て、2006年から読売新
聞特別編集委員。 主な著書に、『範は
歴史にあり』（2010  藤原書店）、『橋
本五郎の「どうなる日本！」−政治・経
済ここがポイント』（弘文堂）などがある。

「本学は、教育、研究、
社会連携・国際交流などの

すべての項目で
非常に良い評価を受けています」

木村彰方
Kimura Akinori

副学長

「“一方の主張や考え方が
100％正しくて、

他方が全く間違っている”
ということはあり得ません」

橋本五郎
Hashimoto Goro

読売新聞特別編集委員

■図1　中期目標期間評価（暫定評価）の数値化

業務運営達成度と評価ウエイト： 5.5（満点8.0）×2
教育研究達成度と評価ウエイト： 4.0（満点6.0）×2
教育水準と評価ウエイト： 7.85（満点15.0）×3
研究水準と評価ウエイト： 3.57（満点6.0）×3

総合評価点： 53.26（満点91.0）

実施体制 1.30
教育内容 1.20
教育方法 1.30
学業成果 1.10
進路・就職 1.10

（2学部3研究科の平均点、いずれも満点 2.0）

教育の水準（5部局平均）：1.20（9位）

研究活動 1.43
研究成果 1.36

研究の水準（7部局平均）：1.39（13位）

（2学部3研究科2研究所の平均点、いずれも満点 2.0）
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86大学中

医歯学の融合で未来を拓く
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「患者中心の医療を担う
人材育成のため、医学・歯学教育

プログラムの研究開発を
推進する必要があります」

須田英明
Suda Hideaki

教育担当理事・副学長

学
の
基
本
的
な
目
標
は
、
幅
広

い
教
養
と
豊
か
な
感
性
を
備

え
、
自
己
問
題
提
起
・
解
決
型
の
創
造
力

を
持
ち
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
養
成
を

図
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
人
間
性
、

創
造
性
、
国
際
性
の
3
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
医
歯
学
融
合
教
育
（
図
1
）

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
本
学
は
特
別

教
育
研
究
経
費
を
獲
得
し
、
2
0
1
0

年
の
4
月
1
日
か
ら
医
歯
学
融
合
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。
田
中
雄

二
郎
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
と
す
る
メ
ン

バ
ー
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
医

歯
学
融
合
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
村
健
教

授
を
中
心
と
し
た
新
構
想
検
討
部
会
で
1

年
間
に
わ
た
り
、
計
11
回
ほ
ど
検
討
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
医
歯
学
融
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
で
具

体
的
な
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

09
年
9
月
に
は
、
医
学
科
・
歯
学
科
合

同
教
員
研
修
会
を
開
催
し
、
約
2
0
0
名

の
教
員
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
2
0
1
0
年
3
月
に
は
、
パ
ー
ト

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
、
講
義
室
の
確
保
、
少
人
数
教
育

（
P
B
L
）
に
対
応
で
き
る
か
、
な
ど
を

は
じ
め
、
教
養
教
育
、
専
門
教
育
、
編
入

の
時
期
と
導
入
方
法
、
単
位
認
定
の
方
法

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

学
則
な
ど
、
規
則
の
改
定
を
速
や
か
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
歯
学
融
合
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
で
検
討

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

続
い
て
、
教
育
実
施
体
制
の
充
実
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。本
学
の
学
生
数
を
見
る
と
、

09
年
度
の
学
部
学
生
数
は
1
3
3
9
名
、

大
学
院
生
数
1
3
5
8
名
と
ほ
ぼ
同
人
数

で
す
。
一
方
、
教
職
員
数
は
1
8
4
5
名

ナ
ー
ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
P
H
M
I
）
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
に
出
席
し
た
教

員
の
派
遣
教
員
報
告
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
P
H
M
I
派
遣
教
員
は
、

医
学
科
12
名
、
歯
学
科
4
名
が
参
加
し
、

2
0
1
0
年
は
医
学
科
12
名
、
歯
学
科
5

名
が
参
加
。
非
常
に
立
派
な
医
歯
学
融
合

教
育
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
検
討
に
大
い
に
資
す
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
歯
学
融
合
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、09
年
版
の
医
師
国
家
試
験
出
題
基
準
、

2
0
1
0
年
版
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
出

題
基
準
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
通
じ
て
、
患
者
中
心
の
医
療
を
担
う

人
材
育
成
の
た
め
の
、
医
学
・
歯
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
2
0
1
1
年
度
の
入
学
者
か
ら
の
適

用
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
相
当
忙
し

い
作
業
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
医
歯
学
融
合
教
育
の
実
現
に
向

け
て
克
服
す
べ
き
課
題
（
図
2
）
も
多
く

で
す
の
で
、
学
生
・
教
職
員
比
の
良
い
大

学
だ
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
附

属
病
院
を
運
営
し
て
い
る
の
で
、
教
職
員

の
負
担
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

入
学
定
員
は
、
09
年
、
2
0
1
0
年
と

医
学
部
医
学
科
の
定
員
が
10
名
ず
つ
増
加

し
1
0
0
名
と
な
り
ま
し
た
。
対
し
て
、

歯
学
部
歯
学
科
の
10
名
の
編
入
学
枠
は

近
々
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
55
名

の
入
学
定
員
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
削
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
中
、
口
腔
保
健
学
科

を
改
組
し
て
、
現
在
の
口
腔
保
健
衛
生
学

専
攻
に
加
え
て
、
附
属
歯
科
技
工
士
学
校

の
4
大
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。将
来
は
、

口
腔
保
健
工
学
と
の
2
専
攻
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

歯
科
技
工
士
学
校
4
大
化
は
、
歯
科
技

工
士
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
背

景
に
、
高
度
な
専
門
知
識
と
技
工
技
術
を

有
す
る
医
療
従
事
者
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
医
療
の
現
場
で
も
歯

科
技
工
士
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
よ
う
で
す
。

現
在
、
歯
科
技
工
士
学
校
は
専
門
学
校
で

す
の
で
、
4
大
化
を
機
会
に
、
口
腔
保
健

工
学
の
新
展
開
を
図
る
計
画
で
す
。

　

大
学
院
教
育
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
大
学
院
の
入
学

者
選
抜
、
大
学
院
授
業
の
単
位
時
間
の
確

保
、
標
準
年
限
内
修
了
率
な
ど
の
デ
ー
タ

を
検
証
し
て
、
対
策
を
練
る
計
画
で
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
0
年
4

月
か
ら
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
機
構
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
、
教
育
メ
デ

ィ
ア
開
発
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
医

歯
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
シ
ス
テ

ム
の
開
発
（
図
3
）
が
あ
り
ま
す
。
学
生

の
臨
床
推
論
能
力
、
臨
床
判
断
能
力
、
問

題
解
決
能
力
、
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る

た
め
の
連
携
能
力
を
培
い
、
医
療
人
と
し

て
の
学
士
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
全
学
科
の
学
生
が
共
通
し
て
学
ぶ
べ

き
教
材
に
つ
い
て
も
、
学
科
を
超
え
て
共

同
開
発
し
、
全
体
で
は
5
0
0
症
例
作
製

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
第
3
の
使
命
に
は
社
会
貢
献
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
07
年
に
学
校
教
育
法
が

改
正
さ
れ
、
08
年
か
ら
履
修
証
明
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
社
会
人
向

け
に
1
2
0
時
間
以
上
の
講
義
な
ど
を
行

い
、
履
修
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
本
学

で
社
会
人
向
け
講
義
を
始
め
る
た
め
の
規

定
も
整
備
し
ま
し
た
。

　

高
大
連
携
に
つ
い
て
も
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
指

定
校
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大

学
教
員
が
高
校
に
出
向
く
出
前
授
業
、
大

学
の
研
究
室
公
開
、
高
校
教
師
と
大
学
教

員
に
よ
る
連
携
講
義
な
ど
で
す
。
高
校
生

に
と
っ
て
、
高
大
連
携
は
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
く
、
09
年
に
日
比
谷
高
校
や
千
葉
高
校

の
学
生
が
本
学
を
訪
れ
、
見
学
・
実
習
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
茨
城
県
、

長
野
県
な
ど
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
学
間
連
携
で
は
、
明
治

大
学
と
の
交
流
協
定
を
は
じ
め
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
、
放
送
大
学
な
ど
と
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

学
位
授
与
方
針
、
成
績
評
価
に
つ
い
て

は
、
本
学
に
は
明
確
な
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
出
口
の
学
位
授
与

の
方
針
で
あ
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

が
、
ま
だ
必
ず
し
も
明
確
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
成
績
評
価
に
つ
い
て
も
、
卒

業
認
定
評
価
の
厳
格
化
が
大
き
な
課
題
で

す
。
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
、
全

学
的
な
G
P
A
の
導
入
に
よ
り
、
国
際

的
に
認
知
さ
れ
得
る
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
■図2　医歯学融合教育の課題

●具体のプログラムは？
●新旧カリキュラムの錯綜は？
●講義室は？
●連携教育は？
●PBLは？
●マンパワーは？

●教養教育は？
●学則等の改定は？
●編入学は？
●学生の能力差は？
●単位認定は？
●保健衛生・口腔保健学科との連携は？

■図3　医歯学シミュレーション教育システム

全学科の学生が共通して学ぶべき教材を、
学科を超えて共同開発

歯科
医師

歯科
衛生士

社会
福祉士

臨床検
査技師

看護師

医師

共通
症例

医歯学融合
カリキュラムでの活用

第二期の教育目標・計画

医歯学の融合教育を実践し
大学が目指す人材を育成

■図1　医歯学融合教育

・2011年入学者より適用
・医学科・歯学科学生の教養部就学期間を1年間とする
・引き続き教養教育を湯島地区において行う
・医歯学融合教育カリキュラム（包括的医療教育プログラム）の開発
・教育資源を有効に活用し、教育の質の維持・向上を図る
・医歯学融合型教育を新たに構築し、高度かつ効率的な教育体   
  制を整備する

実績

・医歯学融合教育支援センター（2010年4月1日発足）
教授1（兼）、特任准教授1、講師1（兼）、特任講師1、特任助教3
・特別教育研究経費（2010〜2014年度）
・医歯学融合教育新構想検討部会
→医歯学融合教育支援センター運営委員会
・医学科・歯学科合同教員研修会（2009年9月19日）
・2010PHMI派遣教員報告会（2010年3月16日）

目標

PHMI派遣教員（2009年）

医歯学の融合で未来を拓く
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「研究支援体制を充実させて、
産官学連携が促進される
取り組みを続けていきたいと

考えています」

森田育男
Morita Ikuo

研究担当理事・副学長

点
形
成
、戦
略
的
研
究
活
動
の
支
援
」
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
歯
と

骨
の
分
子
疾
患
科
学
の
国
際
教
育
研
究
拠

点
の
形
成
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
以
下
の

項
目
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
を
行
う
た

め
の
計
画
目
標
で
す
。

　

例
え
ば
「
学
長
裁
量
経
費
に
よ
る
重
点

研
究
戦
略
」
と
し
て
、
財
政
支
援
終
了
後

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す

る
計
画
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
に
欠
か
せ
な
い
次

世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
の
整
備
に
経
費
を

投
じ
ま
す
。
昨
年
着
手
し
た
「
難
治
疾
患

研
究
所
の
全
国
共
同
研
究
拠
点
化
」
へ
の

サ
ポ
ー
ト
も
取
り
組
み
の
1
つ
で
あ
り
、

本
学
の
研
究
所
が
難
治
疾
患
医
療
の
メ
ッ

カ
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。「
生

体
材
料
工
学
研
究
所
＝
も
の
づ
く
り
研
究

拠
点
」
に
関
し
て
は
、
第
一
期
の
評
価
に

あ
っ
た
産
学
連
携
お
よ
び
、
も
の
づ
く
り

拠
点
と
し
て
の
提
言
を
踏
襲
し
、
大
学
と

し
て
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
よ
う

方
針
を
微
修
正
し
ま
し
た
。「
歯
科
医
学

に
お
け
る
基
礎･

臨
床
ボ
ー
ダ
レ
ス
教

育
」
は
、
臨
床
と
基
礎
を
融
合
さ
せ
た
教

育
お
よ
び
研
究
を
行
う
大
学
院
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。「
次
世
代
研
究
会
議
の
設
立
」

は
、
研
究
科
・
部
局
を
超
え
た
研
究
協
力

を
狙
っ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
若
手
研
究

者
が
お
互
い
の
研
究
に
触
れ
合
い
、
相
互

に
力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
す
る
場
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
3
海
外
拠
点
を
中
心
と
し
た
研
究
の
グ

造
す
る
」
で
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
さ
せ
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
我
々
は

学
長
の
下
、
研
究
推
進
協
議
会
（
図
2
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
研
究
推
進
協
議
会

の
な
か
で
、
研
究
戦
略
室
が
大
学
と
し
て

の
研
究
戦
略
方
針
の
策
定
を
担
い
、
中
期

目
標
計
画
の
策
定
や
研
究
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
上
で
、
研
究
部
門
で
は
次
の
6

項
目
か
ら
な
る
第
二
期
中
期
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

研
究
部
門
の
第
二
期
中
期
計
画

①
先
端
医
歯
学
研
究
、
基
礎
・
臨
床
融

合
研
究
の
重
視

②
先
端
研
究
拠
点
形
成
、
戦
略
的
研
究

活
動
の
支
援

③
産
官
学
連
携
研
究
を
推
進
し
、
研
究

成
果
の
社
会
へ
の
還
元

④
研
究
実
施
体
制
、
研
究
支
援
体
制
の

見
直
し

⑤
若
手
研
究
者
、
女
性
研
究
者
の
支
援

⑥
研
究
者
の
倫
理
意
識
向
上

　
「
①
先
端
医
歯
学
研
究
、
基
礎
・
臨
床

融
合
研
究
の
重
視
」
と
「
②
先
端
研
究
拠

ロ
ー
バ
ル
化
お
よ
び
そ
の
成
果
の
標
準

化
」
は
、
研
究
の
国
際
標
準
化
を
さ
ら
に

追
求
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
「
③
産
官
学
連
携
研
究
を
推
進
し
、
研

究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
」
で
は
、
宮
坂

信
之
副
学
長
の
協
力
の
下
、
産
官
学
連
携

を
軸
に
し
た
知
的
財
産
本
部
の
改
編
お
よ

び
本
学
を
中
心
と
し
た
医
学
系
大
学
産
学

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
お
よ
び
３
号

館
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
や
寄
附
講
座
を

中
心
と
し
た
産
官
学
連
携
事
業
が
進
ん
で

お
り
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
は
ソ
ニ
ー
な
ど

を
含
む
9
社
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
寄
附

講
座
で
は
、
大
日
本
印
刷
や
田
辺
三
菱
製

薬
な
ど
民
間
企
業
に
よ
る
11
講
座
を
は
じ

め
、
東
京
都
と
茨
城
県
に
よ
る
2
講
座
が

開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
④
研
究
実
施
体
制
、
研
究
支
援
体
制

の
見
直
し
」
は
、
2
0
1
0
年
4
月
1
日

よ
り
進
め
て
き
た
研
究
セ
ン
タ
ー
の
改
編

が
継
続
案
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
に

先
端
研
究
推
進
開
発
部
を
置
き
、
若
手
研

究
者
を
教
員
と
し
て
集
約
し
て
い
き
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
疾
患
遺
伝
子
部

門
や
機
器
分
析
部
門
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
部

門
が
あ
り
、
垣
根
な
く
利
用
で
き
る
組
織

と
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
実
験
動
物
セ

ン
タ
ー
に
は
教
員
を
配
置
し
、
疾
患
モ
デ

ル
動
物
開
発
部
と
し
て
管
理
の
ほ
か
、
教

育
や
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
型

機
器
の
一
括
管
理
に
つ
い
て
は
、
再
度
運

用
方
法
を
見
直
す
計
画
で
す
。
生
命
倫
理

研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
引

っ
張
っ
て
い
く
生
命
倫
理
を
意
識
し
た
組

織
作
り
、
後
継
者
づ
く
り
の
た
め
に
部
門

化
し
て
い
ま
す
。

　
「
⑤
若
手
研
究
者
、
女
性
研
究
者
の
支

援
」
は
、
前
者
が
学
長
裁
量
に
よ
る
教
員

の
配
置
お
よ
び
研
究
施
設
の
優
先
的
使
用

を
指
し
、後
者
は
谷
口
尚
副
学
長
の
も
と
、

女
性
研
究
者
支
援
室
の
充
実
や
「
わ
く
わ

く
保
育
園
」
の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

若
手
研
究
者
支
援
に
関
し
て
は
、
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
次
年
度
に
本
学
に
適
し
た
制
度

を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
⑥
研
究
者
の
倫
理
意
識
向
上
」
は
、

生
命
倫
理
と
利
益
相
反
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
し
た
内
容
を

小
冊
子
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
臨
床
研
究
の
審
査
に
関

し
て
は
生
命
倫
理
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
、
な
る
べ
く
簡
便
な
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
研
究
者

倫
理
意
識
向
上
の
た
め
の
講
演
会
を
実
施

し
て
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

本
学
の
研
究
目
標
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
人
類
の
健
康
と
福

祉
に
貢
献
す
る
た
め
、
生
命
科
学
や
疾
患

に
関
す
る
新
し
い
知
の
創
造
を
行
い
、
そ

の
得
ら
れ
た
知
と
経
験
を
用
い
て
、
患
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
、
新
し
い
医
療
技

術
の
開
発
や
治
療
法
を
創
造
す
る
こ
と
」

と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
目
標
を
支
え
る

た
め
の
計
画
と
し
て
「
研
究
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
、
産
官
学
連
携
が
行
わ

れ
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
」
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
職
員

の
方
は
、
研
究
倫
理
や
生
命
倫
理
と
い
っ

た
「
義
の
心
」
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

国
際
的
先
端
研
究
の
拠
点
形
成
に
向
か
っ

て
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。

一
期
の
研
究
実
績
に
対
し
て

は
、
す
べ
て
の
学
部
に
お
い
て

『
期
待
さ
れ
る
水
準
を
大
き
く
上
回
る
』

と
い
う
評
価
で
し
た
。

　

例
え
ば
医
学
部
で
は
、
社
会
的
要
請
の

高
い
諸
疾
患
の
発
症
機
序
解
明
に
大
き
く

貢
献
し
、
あ
る
い
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

よ
う
な
研
究
成
果
が
挙
が
っ
た
こ
と
が
評

価
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
健
衛
生

学
科
の
研
究
成
果
は
、
日
本
看
護
科
学
学

会
の
奨
励
賞
受
賞
や
『Lancet

』
と
い
っ

た
権
威
あ
る
国
際
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

（
図
1
）。

　

歯
学
部
で
は
、
2
つ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
歯
と
骨
の
分
子
破
壊
と
再
構
築
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
や
「
歯
と
骨
の
分
子
疾

患
科
学
の
国
際
教
育
研
究
拠
点
の
形
成
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
33
大
学

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
構
成
す
る
国
際
学
術

交
流
協
定
大
学
と
の
研
究
者
の
派
遣
活
動

を
通
じ
て
、
国
内
外
の
研
究
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
状
況
を
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
々
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
の
は
、
本

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
知
と
癒
し
の
匠
を
創

第

■図2　研究推進協議会

学長

役員会

研究担当理事

研究推進協議会

研究支援室研究戦略室 研究連携企画室

研究支援体制

医歯学研究
支援センター

実験動物
センター

女性研究者
支援室

生命倫理
研究センター

知的財産
本部

（機関全体の論文被引用
数を論文数で割った平均
引用率）
出典：トムソンISIプレス
リリース

■図1　論文の平均被引用率（1998〜2008）

2007
科学技術振興機構1

自然科学研究機構3
東京医科歯科大学4
東京大学5
大阪大学6
京都大学7
熊本大学8
名古屋大学9
千葉大学10

理化学研究所2

1998〜2008

11.15　名古屋大学

18.11　科学技術振興機構

14.57　自然科学研究機構
13.55　東京大学
13.50　東京医科歯科大学
13.28　大阪大学
12.91　京都大学

10.89　金沢大学
10.83　千葉大学

15.69　理化学研究所

■図3　本学の研究の目標

産官学
連携

研究支援体制
の充実

研究倫理・
生命倫理など

義の心

人類の健康と福祉に貢献する
ため、生命科学や疾患に関す
る新しい知の創造を行い、 そ
の得られた知と経験を用いて、
患者のQOL向上のため、新し
い医療技術の開発や治療法を
創造すること。

国際的先端
研究拠点

形成

第二期の研究目標・計画

第一期中期計画の評価考察と
未来の医歯学研究に向けた体制

女性研究者支援の取り組みとして保育園を開設。

医歯学の融合で未来を拓く
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「学部学生の充実した臨床教育、
卒後臨床研修への

厚い指導層の提供が必要です」

吉澤靖之
Yoshizawa Yasuyuki

医療担当理事・副学長

を
実
践
す
る
医
療
人
の
育
成
と
い
う
こ
と

で
、
良
い
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
将
来
の
医
療
を
考
え
、

次
世
代
の
医
療
の
実
践
や
人
材
養
成
を
可

能
と
す
る
教
育
・
研
究
者
も
育
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず
、
学

部
学
生
の
充
実
し
た
臨
床
教
育
、
卒
後
臨

床
研
修
へ
の
厚
い
指
導
層
の
提
供
が
必
要

で
す
。
臨
床
に
対
す
る
情
熱
を
持
っ
た
指

導
層
に
加
え
、
症
例
数
が
十
分
に
拡
充
整

備
さ
れ
た
環
境
で
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

次
に
、
首
都
、
首
都
圏
、
関
東
甲
信
越
な

ど
の
地
域
中
枢
病
院
と
の
人
的
、
医
師
派

遣
だ
け
で
は
な
く
、
疾
患
な
ど
を
通
じ
た

機
能
的
連
携
、
並
び
に
国
際
的
な
医
療
貢

献
と
そ
の
た
め
の
支
援
体
制
の
構
築
で

す
。
こ
れ
が
地
域
貢
献
、
国
際
貢
献
に
つ

な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
域
な
連
携
病

院
と
の
臨
床
治
験
を
含
め
た
臨
床
研
究
の

実
践
と
広
域
医
療
レ
ベ
ル
向
上
の
実
施
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
学
の
連
携
病
院
は
、

ベ
ッ
ド
数
を
合
わ
せ
ま
す
と
1
万
床
以
上

に
わ
た
り
ま
す
。
連
合
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
横
断
的
な
研
究
体
制
と
、
学
内
の
基

礎
医
学
分
野
と
の
連
携
に
よ
る
縦
断
的
研

究
体
制
を
組
み
合
わ
せ
て
、
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
構
想
に
よ
る
先
進
医
療
の
開
発
と
そ
の

実
践
も
進
め
ま
す
。

　

例
え
ば
、
医
学
部
附
属
病
院
に
よ
る
地

域
医
療
貢
献
（
図
2
）
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。
学
生
教
育
、
若
手
医
師
教
育
、
指
導

医
の
育
成
、
そ
れ
か
ら
、
医
師
ば
か
り
で

は
な
く
て
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
育
成
、
医

師
派
遣
も
含
め
て
い
ま
す
。
秋
田
大
学
、

島
根
大
学
と
の
大
学
病
院
連
携
型
高
度
医

療
人
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
附

属
病
院
と
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
診
療
所
は
、
や
は
り
医
療
連

携
支
援
の
何
ら
か
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

し
ょ
う
。
機
能
的
連
携
で
す
か
ら
、
例
え

ば
、
患
者
の
病
態
が
あ
る
程
度
安
定
し
て

き
た
ら
連
携
先
に
お
願
い
す
る
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
連
携
病
院
群
と
は
医
師
を

派
遣
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
臨
床
研
究
と

成
果
の
発
信
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
連
携
病
院
群
と
の
間
に
は
、
同
窓
会

病
院
部
会
が
あ
り
、
部
会
の
方
た
ち
と
も

話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

歯
学
部
附
属
病
院
に
よ
る
地
域
医
療
貢

献
も
、
学
生
教
育
、
若
手
医
師
の
教
育
、

指
導
歯
科
医
育
成
、
歯
科
医
療
人
育
成
を

中
心
に
し
て
い
ま
す
。
協
力
型
研
修
協
力

施
設
群
と
い
う
、
若
手
歯
科
医
師
の
教
育

に
携
わ
る
施
設
も
機
能
し
て
い
ま
す
。
機

能
的
連
携
で
は
、
例
え
ば
附
属
病
院
で
手

術
し
た
後
、
ど
こ
か
の
歯
科
医
院
で
診
る

と
い
う
場
合
、
治
療
方
針
が
大
き
く
変
わ

ら
な
い
よ
う
、
病
院
と
し
て
継
続
性
を
持

っ
て
対
処
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
も
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。
附
属
病
院
に
は
、
歯

科
医
院
の
先
生
方
も
客
員
臨
床
教
授
な
ど

で
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
附
属
病
院
に
あ
る

地
域
歯
科
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
一
層
の

充
実
も
必
要
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
医
学
部
附
属
病
院
、
歯
学

部
附
属
病
院
の
連
携
も
重
要
で
す
。ま
ず
、

睡
眠
制
御
講
座
「
快
眠
セ
ン
タ
ー
」
が
立

ち
上
が
り
、
医
学
お
よ
び
歯
学
の
先
生
が

月
に
1
回
程
度
議
論
し
て
い
ま
す
。
医
学

部
附
属
病
院
に
設
置
予
定
で
あ
る
口
腔
衛

生
管
理
科
で
は
、
歯
科
部
門
と
共
同
で
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
、
糖
尿
病
管
理
、
心

血
管
系
疾
患
管
理
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
食
生
活
推
進
も
重

要
で
す
。
嚥
下
、
咀
嚼
、
味
覚
、
嗅
覚
に

関
し
て
、
神
経
内
科
、
呼
吸
器
内
科
な
ど

と
歯
科
と
が
協
力
し
て
対
処
で
き
る
よ
う

将
来
、
共
同
の
診
療
体
制
、
医
療
体
制
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

長
寿
・
快
適
人
生
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
医
歯
学
部
門
と
、

先
端
的
統
合
健
診
・
予
防
医
学
部
門
な
ど

の
疫
学
的
デ
ー
タ
を
科
学
的
に
分
析
し
、

医
歯
学
共
同
で
取
り
組
む
計
画
で
す
。

　

続
い
て
、
国
際
貢
献
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
チ
リ

国
大
腸
腫
瘍
早
期
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
外

国
人
医
師
等
の
修
練
病
院
指
定
な
ど
が
進

ん
で
お
り
、
歯
学
部
附
属
病
院
で
は
、
海

外
の
30
を
超
え
る
大
学
・
学
部
と
の
学
術

交
流
協
定
、
歯
科
医
師
へ
の
再
教
育
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

医
病
と
歯
病
で
は
、
海
外
邦
人
の
医
療

支
援
と
し
て
、
大
山
学
長
が
先
頭
に
立
っ

て
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

医
療
人
の
育
成
で
は
、
が
ん
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
専

門
医
養
成
コ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
、
日
本

医
科
大
学
、
東
京
薬
科
大
学
、
東
京
工
業

大
学
の
ほ
か
、
病
院
も
参
加
し
て
、
放
射

線
療
法
、
化
学
療
法
、
そ
れ
か
ら
緩
和
ケ

ア
な
ど
を
行
う
ド
ク
タ
ー
お
よ
び
コ
メ
デ

ィ
カ
ル
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

医
療
の
高
度
化
推
進
（
図
3
）
に
関
し

て
は
、
第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の

期
間
中
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
卓
越
し
た
臨
床
成
績
を
有
す
る
部
門

の
拡
充
と
機
能
特
化
の
支
援
で
す
。
ぜ
ひ

実
現
し
て
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
も

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
知
識
と
科
学
的
思
考
能
力
、
お

よ
び
医
療
人
と
し
て
の
倫
理
を
身
に
つ
け

た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の
チ
ー
ム
医
療
で

は
、包
括
的
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

緩
和
ケ
ア
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
必
要

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
先
進
医
療
に
つ
い
て
で
す
。
連

携
病
院
と
共
同
に
よ
る
疫
学
的
集
計
と
臨

床
治
験
成
績
の
研
究
成
果
の
統
括
を
行

い
、
生
体
材
料
工
学
研
究
所
、
難
治
疾
患

研
究
所
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
し
い

治
療
法
や
疾
病
予
防
、
医
療
機
器
、
先
端

材
料
の
研
究
開
発
と
附
属
病
院
で
の
臨
床

応
用
を
進
め
る
計
画
で
す
。

二
期
の
医
療
の
目
標
作
成
に
あ

た
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
社
会
貢

献
で
あ
る
と
定
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の

基
本
使
命
（
図
1
）
で
あ
る
、地
域
医
療
、

医
療
に
よ
る
国
際
貢
献
、
医
病
・
歯
病
の

連
携
と
い
っ
た
各
目
標
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
臨
床
医
歯
学
の
社
会
貢
献
に
つ

い
て
で
す
。
患
者
の
方
に
最
善
の
医
療
を

提
供
し
て
、
可
能
な
限
り
発
病
以
前
の
充

実
し
た
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す

る
。
そ
れ
か
ら
、
予
防
医
学
や
臨
床
的
研

究
成
果
の
活
用
に
よ
り
疾
病
の
発
生
を
防

止
す
る
。
こ
れ
は
、
一
次
予
防
、
二
次
予

防
で
す
。
次
に
、
臨
床
治
験
成
果
を
医
療

へ
迅
速
に
展
開
し
、
疾
患
治
癒
率
の
向
上

を
図
る
。
こ
れ
は
、
た
ゆ
ま
な
い
治
療
の

進
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会

的
要
請
に
応
え
る
実
践
的
医
療
人
の
育
成

で
す
。
使
命
感
に
加
え
て
、
自
分
を
犠
牲

に
す
る
と
い
う
心
を
持
っ
た
実
践
的
医
療

人
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
研
修
施

設
や
大
学
附
属
病
院
に
お
い
て
臨
床
指
導

第

■図3　医療の高度化推進

●卓越した臨床成績を有する部門の拡充と機能特化の支援
●医病と歯病の連携による全人的医療
● 専門的知識と科学的思考能力及び、医療人としての倫理を

身に付けたコメディカルとのチーム医療

■図1　第二期目標・計画作成のプロセス

社会
貢献

基本
使命

地域医療
国際貢献（医療）

医病・歯病の連携（全人的医療）
医療人育成

臨床研究の成果と発信

ミッション

第二期の医療の目標・計画

医療のミッションは社会貢献
基本使命を果たし目標を実現

医歯学の融合で未来を拓く

■図2　地域医療貢献

医学部附属病院

●臨床部門（医、歯、コメディカル）
ER、高齢者医療

●研究部門

●予防医学部門

●学生教育
●若手医師教育
●指導医育成
●医療人育成
　（医師派遣、コメディカル育成）

同窓会
病院部会

機能的連携

臨床研究と成果の発信
人的連携
地域医療再生

連携
病院群

クリニック、診療所秋田大学

島根大学

企業
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「歯周病外来では、
脳梗塞や早産、

低体重出産との関係で
常に期待される研究が進んでいます」

嶋田昌彦
Shimada Masahiko

歯学部附属病院長

医学部附属病院の現況とその魅力

に
行
い
、
年
次
評
価
で
も
良
い
結
果
を
得

て
い
ま
す
。

　

次
に
、救
急
車
搬
入
患
者
数
の
推
移（
図

3
）
で
は
09
年
度
は
6
4
6
6
人
を
搬

入
し
て
お
り
、
全
国
立
大
学
病
院
中
第
1

位
で
す
。
全
国
平
均
は
1
3
2
1
・
4

人
。
東
京
消
防
庁
救
助
機
動
部
隊
の
特
殊

救
急
車
に
よ
る
、
補
助
人
工
心
臓
適
応
患

者
の
郊
外
か
ら
の
救
急
搬
送
も
行
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
の
北
里
大
学
か
ら
患

学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属

病
院
が
連
携
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
医
歯
学
融
合
教
育
も
含
め
て
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
１
つ
で
す
。
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
両
病
院
が
連
携
し
、
相
互
理
解

を
深
め
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
い
く
の

か
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
ま
ず

は
歯
学
部
附
属
病
院
の
概
要
と
魅
力
あ
る

外
来
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

歯
学
部
附
属
病
院
（
図
1
）
を
数
字
で

見
る
と
、
規
模
と
し
て
は
建
物
延
べ
面

積
が
2
万
6
5
9
2
・
6
㎡
あ
り
、
病
床

数
60
床
と
外
来
ユ
ニ
ッ
ト
数
3
1
7
と

な
り
、
全
国
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
数
を
誇
り
ま

す
。
年
間
の
外
来
患
者
数
は
2
0
0
8
年

度
が
44
万
5
5
1
8
人
、
2
0
0
9
年
度

に
は
約
44
万
7
0
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
1
日
の
平
均
外
来
患
者
数
は
前
者
が

1
8
3
3
人
で
、
後
者
は
約
1
8
4
0
人

と
国
内
一
の
外
来
患
者
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
間
の
入
院
患
者
数
に
目
を
向
け
る

と
1
万
7
7
6
8
人
、
稼
働
率
に
し
ま
す

と
81
・
1
％
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ

の
多
く
の
患
者
さ
ん
の
信
頼
を
損
な
う
こ

と
な
く
、
い
か
に
質
を
高
く
保
ち
、
安
全

か
つ
安
心
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
の
か

が
問
わ
れ
ま
す
。

　

中
期
目
標
に
掲
げ
る
安
全
で
良
質
な
歯

科
医
療
の
提
供
に
お
い
て
、
我
々
の
診
療

科
に
は
育
成
系
診
療
科
、
維
持
系
診
療

科
、
回
復
系
診
療
科
、
総
合
診
療
科
と
い

う
4
大
診
療
科
が
あ
り
ま
す
。
専
門
外
来

は
24
あ
り
、
充
実
し
た
設
備
と
優
秀
な
指

者
を
搬
送
し
て
人
工
心
臓
装
着
手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
診
患
者
数
（
08

年
度
）
も
本
学
が
3
万
8
2
7
5
人
と

全
国
立
大
学
病
院
中
第
1
位
で
す
。

　

以
上
、
本
院
全
体
の
業
績
推
移
に
続
い

て
2
〜
3
診
療
科
の
実
力
を
挙
げ
ま
す
。

ま
ず
、
食
道
が
ん
の
手
術
例
数
で
は
、
15

年
前
の
遠
藤
教
授
時
代
は
手
術
数
は
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
と
首
位
争
い
を
し
て
お

り
、
そ
の
後
04
年
は
全
国
82
の
大
学
病
院

の
中
で
第
6
位
だ
っ
た
の
が
、
07
年
は
第

3
位
ま
で
順
位
を
上
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

縫
合
し
た
場
所
が
漏
れ
て
、
炎
症
を
起
こ

す
縫
合
不
全
も
発
生
率
は
ゼ
ロ
で
す
。
外

科
の
場
合
は
患
者
が
1
カ
月
以
内
に
死
亡

し
た
場
合
は
、
す
べ
て
手
術
死
亡
率
に
な

り
ま
す
が
こ
れ
ま
で
12
年
間
で
死
亡
例
ゼ

ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
道
外
科
は
実
に

優
れ
た
手
術
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
整
形
外
科
で
は
07
年
の
脊
柱

官
狭
窄
手
術
件
数
を
見
て
み
ま
す
と
本

院
で
は
1
0
8
例
で
す
。
一
方
、
九
段

に
あ
り
ま
す
九
段
坂
病
院
は
5
4
0
例

で
す
。
都
内
の
大
学
病
院
を
合
計
す
る
と

6
7
8
例
で
す
が
文
京
区
に
あ
る
本
学

と
千
代
田
区
の
関
連
病
院
と
合
わ
せ
る
と

6
4
8
例
で
す
。
都
下
の
全
大
学
に
匹

敵
す
る
だ
け
の
実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
人
工
股
関
節
置
換
手
術
、
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、
リ
ウ

マ
チ
・
薬
物
治
療
患
者
数
で
も
優
れ
た
臨

床
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

導
者
、
専
門
性
の
高
い
医
療
者
を
抱
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
認
定
臨

床
修
練
歯
科
医
師
が
約
30
名
在
籍
し
て
お

り
、
外
国
人
歯
科
医
師
の
留
学
受
け
入
れ

や
、
研
修
に
も
対
応
可
能
で
す
。

　

魅
力
あ
る
外
来
の
１
つ
に
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
外
来
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
抜
群
の

収
益
性
を
含
め
、
研
究
・
開
発
が
盛
ん
で
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
お

り
、今
後
期
待
さ
れ
る
部
門
で
す
。
な
お
、

新
し
く
開
発
し
た
「
骨
形
成
を
促
進
す
る

新
規
の
吸
収
性
骨
補
填
材
」
と
は
、
骨
と

置
換
す
る
吸
収
性
の
材
料
で
あ
る
α

−

Ｔ

Ｃ
Ｐ
を
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
シ
ン
バ
ス
タ
チ

ン
を
Ｔ
Ｃ
Ｐ
細
孔
に
填
入
し
、
そ
れ
に
よ

り
シ
ン
バ
ス
タ
チ
ン
の
徐
放
を
可
能
と
す

る
新
規
の
骨
補
填
材
で
す
。

　

歯
周
病
外
来
は
、
医
学
部
と
密
接
な
か

か
わ
り
を
持
つ
研
究
部
門
を
擁
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
糖
尿
病
と
の
関
係
、
心
血

管
外
科
、
循
環
器
系
の
病
気
と
の
関
連
、

さ
ら
に
近
年
で
は
、
脳
梗
塞
や
早
産
、
低

体
重
出
産
と
の
関
連
に
着
目
し
た
研
究
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

歯
科
心
身
外
来
は
心
身
と
歯
の
関
係
に

着
目
し
た
国
内
唯
一
の
診
療
外
来
で
す
。

来
院
患
者
も
多
く
、
3
〜
6
カ
月
の
予
約

待
ち
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
何
か
心

身
的
な
不
安
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
来
院

さ
れ
、
難
症
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
診
療
外
来
と

し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
備
え
た
デ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
専
門
に
行
う
「
ス
ポ
ー
ツ
歯

科
外
来
」
や
、
口
臭
に
関
す
る
検
査
、
診

断
、
治
療
な
ど
を
行
う
「
息
さ
わ
や
か
外

来
」
な
ど
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

09
年
12
月
に
は
、
こ
う
し
た
外
来
患
者

お
よ
び
入
院
患
者
に
満
足
度
調
査
（
図

2
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
入
院
に
対
し
て

「
非
常
に
満
足
」「
満
足
し
た
」
と
い
う
結

果
を
合
わ
せ
る
と
92
・
0
％
に
達
し
ま
す
。

外
来
診
療
に
対
し
て
は
「
非
常
に
満
足
」

「
満
足
し
た
」
を
合
わ
せ
る
と
約
77
・
6
％

の
結
果
で
し
た
。
今
後
の
病
院
の
設
備
や

患
者
対
応
の
充
実
に
向
け
て
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
の
年
間
予
算
は
1
7
0
〜

1
8
0
億
円
で
す
。
旭
川
医
科

大
学
、
浜
松
医
科
大
学
、
滋
賀
医
大
な
ど

他
の
単
科
医
科
大
学
は
50
億
円
前
後
と
な

っ
て
い
ま
す
。
仮
に
本
学
が
医
学
部
だ
け

だ
っ
た
場
合
、
50
億
円
前
後
で
ど
の
よ
う

か
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
る
こ
と

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
現
況
を
お
話
し
て
、
そ
の
後
、

診
療
系
の
代
表
的
な
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
2
0
0
8
年
度
の
病
床

当
た
り
の
収
益
（
稼
動
額
）（
図
1
）
に

つ
い
て
で
す
。
本
院
は
病
床
当
た
り
約

3
0
0
0
万
円
の
収
益
で
、
全
国
42
の
国

立
大
学
中
第
１
位
で
す
。
平
均
在
院
日
数

（
01
〜
09
年
度
）
の
推
移
（
図
2
）
で
は
、

入
院
日
数
は
01
年
の
時
点
で
24
・
0
日
、

翌
年
以
降
は
20
・
1
日
、
17
・
8
日
と
短

縮
さ
れ
、
09
年
は
14
・
27
日
程
度
ま
で
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
結
核
病
者
、

あ
る
い
は
精
神
科
は
除
い
た
一
般
病
床
の

結
果
で
す
。
09
年
の
全
国
平
均
は
17
・
14

日
で
、本
学
は
全
国
立
大
学
中
3
位
で
す
。

　

01
年
か
ら
09
年
の
平
均
在
院
日
数
の
短

い
大
学
を
見
る
と
、
本
学
は
01
年
か
ら
06

年
ま
で
は
第
１
位
で
し
た
。
ち
な
み
に
93

年
頃
か
ら
10
年
間
は
42
大
学
中
、
下
か
ら

4
〜
5
番
目
で
し
た
が
、
現
在
は
ベ
ス
ト

3
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
で

は
、
06
年
に
都
下
21
番
目
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
）
を
新
設
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
民
間
資
金
基
盤
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

の
導
入
に
よ
る
経
営
改
善
な
ど
も
積
極
的

本医

■図1　歯学部附属病院概要

●敷地面積：8830㎡、
　建物延面積：26592.6㎡
●病床数：60床
●外来ユニット数：317
●診療科：4
●専門外来：24
●年間外来患者数：447,000人
　　　　　　　　　　（一日平均1840人）

●年間入院患者数：17,768人
　　　　　　　　　　（稼働率81.1％）

「本学は、06年に
救命救急センター（ER）を新設。
PET／CTの導入などによる

経営改善も積極的に進めています」

坂本 徹
Sakamoto Tohru

医学部附属病院長

歯学部附属病院の魅力

医学部との連携を目指す
魅力ある24の専門外来

■図2　患者の満足度調査（2009年度）
〈入院〉

歯学部附属
病院全体評価

非常に
満足

どちらとも
言えない

無回答

満足
48%

4%

4%

44%

〈外来〉

2007年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.6% 35.5% 15.8%

13.0%

12.2%

13.6%

34.2%

38.4%

31.7%

44.0%

40.8%

45.9%

5.4%

6.0%

4.8%

6.2%

2006年

2008年

2009年

5 4 3 2 1 無回答
高 低満足度

医歯学の融合で未来を拓く

病床あたりの収益など 
42国立大学病院中第１位の実績多数

■図3　救急車搬入患者数の推移
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■図1　病床当たりの収益（国大病院／08年度）
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■図2　平均在院日数の推移
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「ブランド力を向上させるため、
自校教育を

促進する必要があります」

佐々木 成
Sasaki Sei

企画・国際交流担当理事

円
で
、42
校
中
第
6
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
床
当
た
り
の
収
益
は
第
1
位
で
す
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
本
学
の
魅
力
を
ま
と

め
る
と
、「
教
育
機
能
と
し
て
は
小
粒
だ

が
、
明
確
な
専
門
性
を
備
え
た
大
学
」
だ

と
言
え
ま
す
。
予
算
規
模
は
上
位
で
、
研

究
と
診
療
実
績
に
優
れ
て
お
り
、
経
営
基

盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
東
京
の
中
心
に
位
置
し

て
、
人
材
確
保
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
若
い
研
修
医
、
初
期
研
修
医
の
数

は
第
１
位
で
す
。
後
期
研
修
医
も
ど
ん
ど

ん
入
っ
て
く
る
。
優
秀
な
若
手
研
究
者
も

来
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、本
学
は
、

非
常
に
個
性
的
で
、
将
来
性
豊
か
な
大
学

だ
と
思
い
ま
す
。
個
性
的
と
い
う
の
は
、

明
確
な
専
門
性
が
あ
る
こ
と
。そ
れ
か
ら
、

将
来
性
豊
か
と
い
う
の
は
、
研
究
、
診
療

で
、
経
営
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

優
秀
な
人
材
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
弱
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
東
京
医
科

歯
科
大
学
と
い
う
と
、「
国
立
大
学
で
す

0
1
0
年
度
の
予
算
（
収
入

総
額
）
を
提
示
し
ま
す
（
図

1
）。
09
年
度
の
決
算
で
は
予
算
収
入
は

約
5
3
1
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
算

は
ま
だ
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
予
算
ベ

ー
ス
で
は
2
0
1
0
年
度
は
相
当
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
額
し
た
理
由
は

施
設
整
備
補
助
金
が
約
38
億
円
か
ら
11
億

円
に
、
約
31
億
円
あ
っ
た
目
的
積
立
金
は

前
年
度
使
い
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体

予
算
と
し
て
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
附
属
病
院
収
入
は
、
前
年
度
以

前
の
未
収
金
が
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
立
大
学
法
人
全
体
で
は
約
1
1
0
億

円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
運
営
費

交
付
金
は
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
育

研
究
に
関
す
る
予
算
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

と
い
う
状
況
で
す
。

　

2
0
1
0
年
度
の
支
出
総
額
（
図
2
）

は
、
予
算
ベ
ー
ス
で
は
約
4
9
2
億
円
と

な
り
ま
す
。
施
設
整
備
関
係
を
除
く
と
予

算
規
模
と
し
て
は
前
年
度
と
同
等
で
、
経

営
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
い
た

か
」
と
言
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
2
0
0
9

年
度
の
医
学
部
医
学
科
の
入
学
者
の
出
身

校
を
見
る
と
、
大
体
9
割
を
首
都
圏
の
高

校
が
占
め
ま
す
。
灘
高
校
や
ラ
・
サ
ー
ル

高
校
か
ら
は
少
な
い
。
首
都
圏
の
高
校
3

年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
認

知
度
は
思
っ
た
よ
り
も
低
か
っ
た
。
我
々

の
大
学
は
、
医
療
系
以
外
の
一
般
の
人
に

は
認
知
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
は
、
内
部
の
人
に
、
愛
校
心
と
誇
り

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
自
校
教
育

を
す
る
、
自
分
の
大
学
が
ど
の
よ
う
な
大

学
な
の
か
、
自
校
教
育
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
須
田
理
事
に
は
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
附
属
病
院
の
両
病
院
長
に
は
、
職
員

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
F
D
研

修
で
大
学
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
も
自
校

教
育
の
一
環
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
学

全
体
の
広
報
体
制
を
整
備
し
て
、
社
会
に

向
け
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
、
公

開
講
座
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
と
の

連
携
や
共
同
事
業
も
取
り
組
む
べ
き
事
項

で
す
。
国
際
教
育
研
究
拠
点
網
や
、
医
療

の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
財
務
担
当
と
し
て

強
調
し
た
い
こ
と
は
、「
教
員
の
方
々
に

配
布
す
る
教
育
経
費
お
よ
び
教
員
当
た
り

の
研
究
費
は
減
額
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
だ
し
、
一
般
管
理
経
費
は
極
力

削
減
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
法
の
1
つ
は
、
こ
の
建
物
が
フ

ル
稼
働
し
た
際
の
光
熱
水
料
お
よ
び
管
理

維
持
費
の
自
己
負
担
軽
減
の
努
力
で
す
。

本
日
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ

ー
の
大
講
堂
は
、
3
0
0
人
収
容
可
能
な

学
内
最
大
規
模
の
講
堂
で
す
。
ぜ
ひ
教
員

の
方
々
の
所
属
学
会
で
の
利
用
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。
１
日
30
万
円
で
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
附
属
病
院
の

運
営
費
交
付
金
で
す
。
本
学
の
場
合
は
病

院
運
営
費
交
付
金
が
5
億
円
減
額
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
減
額
分
を
補
填
す
る
た

め
、
国
立
大
学
協
会
や
病
院
長
会
議
を
通

じ
て
、
対
策
を
取
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
本
学
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

は
、
井
戸
水
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
太
陽

光
発
電
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
学
の
1
号
館
横
に
深
さ
1
5
0
ｍ

の
井
戸
が
あ
り
、
大
量
の
地
下
水
が
湧
き

出
て
い
ま
す
。
約
37
万
立
方
ｍ
と
い
う
本

学
の
年
間
使
用
水
量
の
約
70
％
を
賄
う
予

定
で
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
井

戸
と
学
内
の
既
設
受
水
槽
を
給
水
配
管
で

つ
な
い
で
い
く
も
の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
成
功
す
れ
ば
、
年
間
約
4
0
0
0
万

円
以
上
の
節
約
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
確
保
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
環
境
美
化
に
関
連
し
て
、
こ

の
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
の
前
に
あ
る
旧
3
号
館

を
年
内
か
ら
順
次
取
り
壊
し
て
い
く
計
画

で
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
出
入
り
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

資
金
確
保
の
努
力
に
つ
い
て
は
例
年
と

同
様
に
、
大
山
学
長
と
と
も
に
次
年
度
以

降
の
概
算
要
求
、
外
部
か
ら
の
寄
附
金
な

ど
の
獲
得
に
邁
進
し
て
い
く
計
画
で
す
。

学
の
特
徴
（
図
1
）
を
、
国
立

大
学
法
人
86
校
の
中
で
相
対
的

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
本
学
は
、
医
学
部

と
歯
学
部
の
2
学
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
入
学
定
員
で
見
ま
す
と
、
学
部
と
大

学
院
生
を
合
わ
せ
て
6
1
4
名
と
な
り
、

86
校
中
第
66
位
で
す
。
ち
な
み
に
東
京
大

学
は
7
9
7
6
名
と
約
10
倍
で
す
。
こ
れ

は
、
大
学
の
使
命
が
異
な
る
か
ら
で
、
例

え
ば
東
大
が
総
合
デ
パ
ー
ト
と
す
る
と
、

我
々
は
専
門
店
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
数
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
算

規
模
は
上
位
で
す
。
運
営
費
交
付
金
は

1
8
6
億
円
と
、
86
校
中
第
13
位
。
総
予

算
で
見
て
も
5
7
7
億
円
で
第
12
位
で

す
。
理
由
と
し
て
は
、
附
属
病
院
が
あ
る

と
い
う
こ
と
と
、
大
学
院
重
点
化
の
と
き

に
、
運
営
費
交
付
金
が
1.
5
倍
に
な
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
研
究
活
動
は
非
常
に
盛
ん
で

す
。
科
研
費
の
配
分
額
で
見
て
18
億
円
で

す
。
ト
ム
ソ
ン
に
よ
る
論
文
引
用
数
で
も

13
位
と
い
う
結
果
で
す
。
附
属
病
院
も
非

常
に
優
秀
で
す
。
病
院
収
入
は
2
4
5
億

本

2

■図1　本学の特徴
　　　　 （国立大学法人86校中の位置）

●医学部と歯学部の2学部だけ（医科大学の区分）

●学生数が少ない
入学定員：学部＋大学院614名 
⇒ 第66位（東大7976名）
大学院 ⇒ 第48位
●大学院生が多い
大学院学生1358名＞学部学生1339名
●予算規模は上位
運営費交付金 186億円 ⇒ 第13位
総予算額 577億円 ⇒ 第12位

（病院予算が約半分を占める）

●研究が盛ん
科研費配分額（直接＋間接）18億円 
⇒ 第14位（東大187億円）
論文引用数 Thomson Reuters
総合部門 ⇒ 第13位
●附属病院が優秀
病院収入 245億円 ⇒ 第6位／42校
病床あたりの収益 ⇒ 第1位／42校
病院収益率 ⇒ 第18位／42校

本学の魅力と国際交流の目標・計画

個性的で将来性豊かな大学
さらなる躍進の鍵はブランド力

TMDUの持続的成長を支えるために

教育・研究経費以外の節約で
効率的な大学運営を目指す

「運営費交付金は、
国立大学法人全体では
約110億円減少していますが、
本学では増加しています」

谷本雅男
Tanimoto Masao

総務・財務・施設担当理事

旧3号館が取り壊された後の外観イメージ（2011年12月予定）。

医歯学の融合で未来を拓く

学生
納付金収入
1,640（3%）

学生
納付金収入
1,642（3%）

特別整備事業費繰越金
502（1%）

目的積立金取崩
3,127（6%）

施設整備費補助金
1,153（2%）

施設整備費
補助金
3,859（7%）

雑収入
410（1%）

運営費交付金
16,003（33%）

運営費交付金
15,711（30%）

附属病院収入
26,336（53%）附属病院収入

25,477（48%）

受託事業等収入
3,211（7%）

受託事業等収入
3,076（6%）

■図1　本学の予算（収入）

〈2010年度 収入総額49,255百万円〉〈2009年度 収入総額53,163百万円〉

雑収入
271（0%）

単位：百万円

人件費人件費

診療経費
診療経費 15,984

（33%）15,160
（29%）

一般管理費
1,537

（3%）

一般管理費
1,574

（3%）

施設整備費
3,860

（7%）

受託事業等
2,679（5%）

施設整備費
1,153（2%）

受託事業等
2,830（6%）

債務償還経費
5,055（9%）

特別整備事業費
3,127（6%）

債務償還経費
4,803（10%） 特別整備事業費

繰越事業
502（1%）

19,424（39%）18,667（35%）

教育研究経費
3,022（6%）

教育研究経費
3,041（6%）

■図2　本学の予算（支出）

〈2010年度 支出総額49,255百万円〉〈2009年度 支出総額53,163百万円〉
単位：百万円
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イ
デ
ア
の
１
つ
に
な
り
得
る
の
で
は
」
と

語
る
。

　

変
性
疾
患
の
治
療
は
「
自
分
が
現
役
医

師
で
あ
る
う
ち
に
実
現
さ
せ
た
い
し
、
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
話
す
。
こ
こ
か

ら
多
く
の
患
者
を
救
う
治
療
法
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

Okazawa HitoshiNumber .01

岡
澤 

均
教
授

難
治
疾
患
研
究
所 

神
経
病
理
学
分
野

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
代
表
さ
れ
る

変
性
疾
患
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

　

認
知
症
。
様
々
な
高
次
脳
機
能
が
低
下

し
、
生
活
す
る
上
で
の
支
障
を
き
た
す
疾

患
で
あ
る
。
認
知
症
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
徐
々
に
死
ん
で
い
く
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
な
ど
の
変
性
疾
患
と
、
脳
梗
塞

で
血
管
が
詰
ま
っ
て
一
部
の
細
胞
が
死
ぬ

こ
と
で
起
こ
る
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
に

分
け
ら
れ
る
。

　

中
で
も
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

遺
伝
性
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
な
ど
の
変
性
疾
患
は
、
20
年
以
上
に

わ
た
る
分
子
遺
伝
学
的
研
究
に
よ
り
、
あ

る
共
通
し
た
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
は
、
脳
の
中
で
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ

ク
が
蓄
積
し
、
神
経
細
胞
に
障
害
を
与
え

る
ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。
同
様
に
、
ほ
か
の
神
経
変
性
疾
患
で

も
何
ら
か
の
異
常
タ
ン
パ
ク
の
蓄
積
が
見

ら
れ
、
神
経
細
胞
の
死
を
招
く
。

　

異
常
タ
ン
パ
ク
の
蓄
積
に
か
か
わ
る
原

わ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
岡
澤
教
授
は
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
細
胞
死
「
ト
リ
ア
ド
」
を
発
見
し
た
。

　
「
細
胞
死
と
い
え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ

れ
た
自
然
死
で
あ
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
や
、

強
い
外
因
に
よ
っ
て
細
胞
が
崩
壊
す
る
ネ

ク
ロ
ー
シ
ス
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
病
な
ど
の
神
経
変

性
疾
患
で
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

が
起
き
て
い
る
と
い
う
確

実
な
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

例
え
ば
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
な
ど
は
2
〜

3
時
間
と
い
う
短
時
間
で
処
理
さ
れ
る
。

一
方
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
な
ど
は
数
十
年

の
長
い
年
月
を
か
け
て
進
行
す
る
た
め
、

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
と
は
異
な
る
速
度
で
細
胞

死
が
起
き
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

岡
澤
教
授
ら
は
、
神
経
細
胞
の
Ｒ
Ｎ
Ａ

転
写
を
特
異
的
に
抑
制
し
て
変
化
を
解

析
。
神
経
細
胞
が
極
め
て
ゆ
っ
く
り
細
胞

死
に
至
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
形
態
学

的
・
生
化
学
的
特
徴
が
非
典
型
的
な
こ
の

細
胞
死
を
「
ト
リ
ア
ド
」
と

命
名
。
ト
リ
ア
ド
に
関
連

し
て
神
経
細
胞
で
特
異
的

に
発
現
す
る
新
規
分
子
「
Ｙ

Ａ
Ｐ
デ
ル
タ
Ｃ
」
の
同
定
に

も
成
功
し
た
。
ハ
ン
チ
ン
ト

ン
病
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
モ
デ
ル
を
使

い
「
Ｙ
Ａ
Ｐ
デ
ル
タ
Ｃ
」
を
遺
伝
子
導
入

し
た
と
こ
ろ
、
神
経
変
性
を
抑
制
で
き
る

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
ほ
か
の
臓
器
で
あ
れ
ば
移
植
や
再
生

医
療
で
機
能
を
取
り
戻
す
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
脳
で
は
過
去
の
記
憶
の
喪
失
や
人

格
の
変
化
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
変
性
疾
患
の
治
療
を
可
逆
段
階
か
ら

不
可
逆
段
階
へ
進
行
さ
せ
る
細
胞
死
を
防

ぐ
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
す
」

　

岡
澤
教
授
は
「
神
経
幹
細
胞
」
の
研
究

に
も
注
力
し
て
い
る
。

　

神
経
幹
細
胞
の
研
究
は
、
東
京
大
学

医
学
部
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、

1
9
8
9
年
に
は
未
分
化
な
細
胞
に
特
異

的
に
発
現
す
る
遺
伝
子
「oct-3/4

」
を

発
見
。
今
や
胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）、

新
型
万
能
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
の
分
化

調
節
因
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

研
究
で
は
、「oct-3/4

」
が
神
経
幹
細

胞
で
も
少
量
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
岡
澤
教
授
は
「
神
経
幹
細
胞
の
性

質
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
神
経
変
性
疾
患
の
治
療
に
役
立
つ
ア

因
遺
伝
子
は
、
数
多
く
同
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
疾
患
が
治
療
で
き
る
日

も
近
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
異

常
タ
ン
パ
ク
の
蓄
積
が
ど
の
よ
う
に
神
経

細
胞
の
機
能
を
障
害
し
、
発
症
に
至
る
の

か
、
肝
心
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
未
解

明
な
部
分
が
多
い
。
治
療
法
の
確
立
に
結

び
付
け
る
に
は
、
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
が
不
可
欠
だ
。

　

こ
の
課
題
に
挑
み
、
神
経
変
性
疾
患
の

治
療
法
開
発
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
難
治
疾
患
研
究
所
の
岡
澤

均
教
授
だ
。
2
0
0
3
年
に
赴
任
し
て
以

来
、
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
病
の
神
経
変
性
に

か
か
わ
る
新
し
い
分
子
群
の
同
定
、
脊
髄

小
脳
変
性
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
な
ど
、
数
々
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

2
0
1
0
年
5
月
に
は
「
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

病
」
が
起
こ
る
仕
組
み
の
一
端
を
解
明
。

現
時
点
で
は
治
療
困
難
と
さ
れ
る
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
病
を
治
療
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
は
、
発
症
す
る
と
、

舞
踏
運
動
と
呼
ば
れ
る
不
随
意
運
動
や
精

神
障
害
、行
動
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

日
本
で
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
0
・
5
人

程
度
の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
、
欧
米
で

は
頻
度
の
高
い
疾
患
で
あ
る
。
原
因
解
明

に
分
子
遺
伝
学
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
神

経
変
性
疾
患
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、

神
経
細
胞
に
「
ハ
ン
チ
ン
チ
ン
」
と
い
う

異
常
タ
ン
パ
ク
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
分
子
病
態

に
関
し
て
は
未
解
明
な
部
分
が
残
さ
れ
て

い
た
。

　

岡
澤
教
授
は
、
ハ
ン
チ
ン
チ
ン
が
Ｄ
Ｎ

Ａ
修
復
タ
ン
パ
ク
で
あ
る
「K

u70

」
に

結
合
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復
機
能
を
阻
害
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
患
者
の
脳

内
で
は「K

u70

」の
機
能
低
下
の
た
め
に
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
傷
が
蓄
積
し
て
神
経
細
胞
が
失

非
典
型
的
な
細
胞
死

「
ト
リ
ア
ド
」

神
経
幹
細
胞
研
究

に
も
注
力

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
の

病
態
を
解
明

↑研究室ではショウジョウバエを使った神経細胞に関
する実験が数多く行われている。

Research Worker

未　来　医　療　を　拓　く医療研究 ★最 前 線

●おかざわ・ひとし
1984年東京大学医学部医
学科卒業。 医学博士。91
年ドイツ・マックスプラン
ク研究所・ 常勤研究員、
94年東京大学医学部神経
内科助手、2001年財団法
人東京都医学研究機構・東
京都神経科学総合研究所部
門長を経て、03年より現職。

■図1　
ショウジョウバエ脳の触角葉における
神経細胞の樹状突起投射パターン
←ショウジョウバエの脳の特定の場所に蛍
光タンパクGFPを発現させた写真。 神経
病理学分野では、このようなトランスジェニッ
クショウジョウバエを、マウスモデルやヒト
病理の解析と組み合わせながら、変性疾患
と発達障害の研究を進めている。
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の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
見
て
も
高
い
レ
ベ

ル
に
あ
る
。
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
心
筋
焼
灼
術
）
で
知
ら
れ
る
家
坂
義

人
副
院
長
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
卒
業
）

な
ど
の
高
度
な
医
療
技
術
を
求
め
て
全
国

か
ら
患
者
が
来
院
。
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー

も
数
多
く
臨
床
に
あ
た
る
。
そ
の
背
景
に

は
母
校
で
あ
る
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
の

絆
が
あ
り
、
病
院
と
大
学
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
と
い
う
。

　

大
学
協
力
病
院
、
教
育
関
連
病
院
と
し

て
土
浦
協
同
病
院
は
、
学
内
か
ら
の
評
価

も
高
い
。
初
代
病
院
長
の
川
島
謙
吉
名
誉

教
授
か
ら
5
代
目
と
な
る
藤
原
院
長
ま

で
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
出
身
者
が
院
長

を
務
め
て
い
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
当
院
は
、
臨

床
、
研
究
、
教
育
す
べ
て
の
面
で
、
人
材

や
情
報
の
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。
教
育

関
連
病
院
と
し
て
古
く
か
ら
医
師
の
派
遣

も
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
関
係
は

当
院
に
と
っ
て
も
極
め
て
大
き
な
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　

藤
原
院
長
の
働
き
か
け
で
、
茨
城
県
に

よ
る
寄
附
講
座
を
東
京
医
科
歯
科
大
学
内

に
設
置
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
も

実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慢
性
的
な
医

師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て

　

茨
城
県
南
部
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ

る
土
浦
協
同
病
院
。
1
日
当
た
り
約

2
0
0
0
件
の
外
来
患
者
を
引
き
受
け
て

お
り
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

に
も
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
住
民
か
ら

の
信
頼
は
厚
く
、
医
療
の
質
、
規
模
と
も

に
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
病
院
で
あ
る
。

藤
原
秀
臣
院
長
は
語
る
。

　
「
院
長
に
就
任
以
来
、
患
者
、
職
員
、

社
会
、
組
織
と
い
う
4
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
を
核
に
病
院
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
。
そ
の
結
果
、
患
者
の
方
々
に
対
し

て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。当
院
へ
の
高
い
評
価
は
、

医
師
は
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ー
ス
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
か
ら
職
員
に
至
る
ま
で
、
ス
タ
ッ
フ

の
質
の
高
さ
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
」

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
は
、
茨
城
県

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
同
講
座
で
は
、

大
学
で
小
児
・
周
産
期
医
療
に
携
わ
る
研

修
医
・
レ
ジ
デ
ン
ト
を
養
成
。
そ
こ
か
ら

医
師
を
派
遣
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
拠
点

と
な
る
土
浦
協
同
病
院
の
医
師
の
増
員
と

集
約
化
を
図
る
。
そ
し
て
、
土
浦
協
同
病

院
か
ら
茨
城
県
内
の
病
院
に
医
師
を
派

遣
・
出
向
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
で
は
、
4
年
以
内
に
土

浦
市
内
に
新
病
院
を
建
設
す
る
計
画
も
進

ん
で
い
る
。
新
病
院
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
陽

電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
）
を
備
え
た
予

防
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
ア

ジ
ア
各
国
に
向
け
て
高
度
先
進
医
療
や
健

診
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
展
開
も
見
据
え
て
い
る
。
茨
城
県
か
ら

ア
ジ
ア
へ
、
院
長
と
し
て
の
藤
原
氏
の
手

腕
が
今
後
ま
す
ま
す
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

Fujiwara Hideomi 

□date : 09.2010 

□check : 

□name : 

「質の高い医療を提供するためには、病院スタッフのモチベー
ションアップが不可欠」と語る藤原院長。

1967年東京医科歯科大
学医学部卒業。73年第
二内科助手。77年医学
博士号取得。79年土浦
協同病院内科部長。同院
副院長を経て、2003年
より現職。

藤原秀臣氏

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め

病
院
と
大
学
が
連
携

診療科目：内科、神経内科、小児科、小児外科、外科、心臓血管外科、呼吸器外科、脳神経外科、　
整形外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、ペインクリニック、放射線科、
リハビリテーション科
病床数：1001床
スタッフ：医師176名、看護師570名、准看護師25名、薬剤師33名、放射線技師36名、栄養
士11名、事務員101名（2009年4月1日現在）

DATA
総合病院 土浦協同病院
住所 茨城県土浦市真鍋新町11-7
☎029-823-3111（代表）

Now of 
graduate

卒業生の今
活躍する

医科歯科人

　2010年 4 月に医学部附属病院に

新設された呼吸器外科。同科は、日

本人の死亡原因のトップである、悪

性新生物の中でも多くの割合を占め

る肺がんを中心に、様々な呼吸器疾

患を取り扱っている。同科を率いる

のは、京都大学呼吸器外科から赴任

した大久保憲一教授。米国マサチュ

ーセッツ総合病院胸部外科に留学し

た経験もあり、呼吸器外科一筋のス

ペシャリストだ。

　呼吸器外科は、東京医科歯科大学

に1983年に開講された胸部外科学

教室（鈴木章夫初代教授・前学長）

の流れを汲んでいる。その後、心肺

機能外科学講座と改称され、現在の

心臓血管外科、胸部人工臓器外科、

呼吸器外科へと分かれた。これまで

の歴史からも治療実績は豊富で、心

肺機能外科学講座当時に行われた呼

吸器外科領域の手術は年間約 120例

（2009 年）。うち約半数で肺がんの

切除手術を行ってきた。

　後進の育成にも意欲的で、一人で

も多くの呼吸器を専門とする外科医

を育てたいという。手術現場に研修

医を立ち会わせるなど、できるだけ

早い時期に実際の手術経験を積める

よう指導している。

　外科医として大久保教授自身が感

じてきたやりがいや醍醐味などを若

手医師に伝えつつ、今いるスタッフ

たち自身も専門医としての腕を磨

く。呼吸器外科の今後に注目したい。

大久保憲一教授●「肺がんで年間
6万人が亡くなっています。我々
のミッションは、そのような呼吸
器疾患に対して高度な専門医療
を提供することです」。

呼吸器外科のメンバー●左から、
高崎千尋医員、石橋洋則講師、大
久保憲一教授、藤原直之助教。呼
吸器外科は開設して間もないにも
かかわらず、既に毎週4〜6例程
度の手術を実施している。「年単
位ならば200例程度になるでしょ
う。そこで重要なのは質の高い医
療。内科や放射線科、麻酔医、ナー
ス、コメディカルといったスタッフ
との連携は必須です」（大久保教
授）。 専門医たちが互いに情報を
共有し、最善の治療の実現を目指
している。

呼吸器外科手術風景●肺がんで
も、早期の患者には鏡視下手術の
ような低侵襲手術を行う。一方、
がんが進んでいる患者には放射線
治療や抗がん剤治療を組み合わ
せた集学的治療を行う。日々高度
に進化する外科技術を臨床に取
り入れるべく研鑽も欠かさない。
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            Staff Member

       

    
    

Profes
sor Okubo 

高度な医療技術で呼吸器疾患を治療する
医学部附属病院 呼吸器外科

附属病院◎診療科訪問

診療科長：大久保憲一 教授
医師：石橋洋則 講師、藤原直之 助教、高崎千尋 医員
主とする疾患：肺がん、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、炎症性肺疾患、胸壁腫瘍、悪性胸膜
中皮腫・膿胸など胸膜疾患
主な診断・治療法：肺切除術、胸腔鏡下肺切除術、気管・気管支形成術、縦隔腫瘍摘出術、
膿胸手術、悪性中皮腫に対する胸膜肺全摘術、肺がんに対する術前術後治療
高度先進医療：局所進行肺がんに対する集学的治療、気管支形成・肺血管形成を伴う
肺がん手術、悪性胸膜中皮腫に対する集学的治療

診療科DATA

大
学
と
の
連
携
を
通
じ
て

地
域
医
療
を
向
上
さ
せ
る

藤
原
秀
臣
氏

総
合
病
院 

土
浦
協
同
病
院 

院
長
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　5月25日（火）から、大山学長が、学生と
の懇談会を行っています。この懇談会は、
大山学長の発案により、学長と直接懇談の
場を設けることによって、大学の教育や診
療等の現状を把握するために行っているも
ので、ほぼ毎日、17時から約2時間懇談し
ています。学生からは、施設や設備への要
望はもとより、教育内容や大学運営に踏み
こんだ意見や要望も出ています。
　7月6日（火）までに、学部学生のすべての
クラスおよび歯科技工士学校学生と25回、
医療技術者と4回の懇談会を終えており、
今秋には、研究科学生の専攻別に懇談を予
定しています。

　2010年6月に開催された第53回日本腎
臓学会学術総会で、本学の大学院医歯学総
合研究科腎臓内科学分野慢性腎臓病病態治
療学講座の野田裕美准教授が学会賞を受
賞しました。 受賞対象は「腎における水輸
送制御メカニズムの解明と水代謝疾患に対
する新規治療法開発」です。野田准教授は
受賞にあたり次のように語っています。
　「日本腎臓学会における最高の賞であり
光栄です。腎臓内科の佐々木成教授をはじ
め、多くの先生方に心より感謝と御礼を申
し上げます。今後さらに研究を進め、医療
の発展に微力ながらも貢献できるよう努力
したいと考えています」

クリスマスツリー と大
学外観（12号館【駿河台
臨床研究棟】より撮影）

懇談会風景第53回日本腎臓学会学術総会での受賞講演にて

入学者宣誓を行う学
生代表

News
大山学長が大学の教育や
診療などについて
学生との懇談会を開催

News
2010年度日本腎臓学会大島賞

（日本腎臓財団賞）受賞
野田裕美 准教授

　 卒業生の皆様に大学に
足を運んでいただく機会を
設け、大学へのご理解を深
めていただき、 キャンパス
を身近に感じていただくこ
とを目的に、「第1回東京
医科歯科大学ホームカミン
グデイ」を開催いたします。
　2009年8月に完成しまし
たM&Dタワーの講堂で、創
立記念日の行事と併せて
講演会を開催するほか、同
タワーのキャンパスツアーを
計画しております。この機
会に、ぜひ、足をお運びく
ださい。

第1回
東京医科歯科大学
ホームカミングデイ開催！
2010年10月12日（火）
13：00〜16：00

詳細は、本学ホームページをご覧
下さい。

● お知らせ ●

Campus Information 東京医科歯科大学からのニュース、
イベント開催報告、お知らせなどをお届けします。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
柔
剣
道

場
。
鋭
い
眼
差
し
で
躰
道
の
技
を

繰
り
広
げ
る
の
は
、
歯
学
部
歯
学

科
６
年
の
山
家
里
奈
さ
ん
だ
。
幼

少
の
頃
か
ら
空
手
を
習
い
、
大
学

で
躰
道
部
に
入
部
し
た
。

　

躰
道
は
「
体
軸
の
変
化
で
攻
防

を
展
開
す
る
武
道
」と
称
さ
れ
る
、

空
手
と
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た
よ

う
な
武
道
。
例
え
ば
、体
の
軸（
脊

柱
軸
）
を
中
心
に
、
右
方
向
や
左

方
向
に
旋
回
し
な
が
ら
前
進
も
し

く
は
後
進
し
、
突
き
、
受
け
な
ど

攻
防
を
繰
り
広
げ
る
。
い
つ
、
ど

こ
か
ら
技
が
飛
び
出
す
か
予
想
で

き
ず
、
時
に
は
バ
ク
転
な
ど
を
行

う
こ
と
も
あ
る
。
山
家
さ
ん
は
、

2
0
0
9
年
に
開
催
さ
れ
た
第
43

回
全
国
学
生
躰
道
優
勝
大
会
の
女

子
個
人
実
戦
の
部
で
、
見
事
準
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
「
夕
方
ま
で
実
習
や
授
業
を
受

け
、
そ
れ
か
ら
躰
道
の
練
習
、
さ

ら
に
家
に
帰
っ
て
か
ら
深
夜
ま
で

勉
強
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
な
時
期

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
躰
道
を

続
け
て
い
る
お
か
げ
で
、
タ
イ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
歯
学
部
以
外
の

仲
間
と
の
交
流
も
広
が
り
、
と
て

も
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
」

　

山
家
さ
ん
が
歯
科
医
を
目
指
そ

う
と
決
め
た
の
は
、
小
学
校
5
年

生
の
頃
。
予
防
歯
科
の
イ
ベ
ン
ト

で
女
性
歯
科
医
を
見
て
、
強
い
憧

れ
を
抱
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

大
学
に
入
学
し
て
思
い
が
け
な
い

出
会
い
を
す
る
。

　
「
あ
る
授
業
に
出
席
し
た
時
、

歯
科
医
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
な

っ
た
先
生
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
ま

し
た
。
健
康
推
進
歯
学
分
野
の
川

口
陽
子
教
授
で
す
。
す
ぐ
に
『
あ

の
と
き
の
先
生
だ
』
と
気
付
き
ま

し
た
」

　

5
年
次
の
秋
か
ら
は
、
診
療
参

加
型
の
臨
床
実
習
が
始
ま
る
。
指

導
教
員
の
下
、
実
際
に
患
者
の
診

察
に
あ
た
る
こ
の
実
習
で
は
、
口

腔
内
の
様
々
な
問
題
に
直
面
す

る
。
中
に
は
、
ほ
か
で
「
治
療
は

困
難
」
と
診
断
さ
れ
、
す
が
る
よ

う
な
思
い
で
訪
れ
る
患
者
も
い

る
。
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
実
習

で
は
、
劣
悪
な
口
腔
環
境
の
た
め

に
日
常
生
活
が
困
難
な
多
く
の
患

者
に
接
し
た
。

　
「
口
腔
内
の
健
康
は
、
そ
の
人

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上

に
つ
な
が
る
大
切
な
要
素
で
す
。

口
腔
内
の
健
康
状
態
が
良
好
な
ら

ば
、
口
を
開
け
て
笑
え
ま
す
し
、

食
べ
物
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
。
将
来
は
、
高
齢
者
向
け
の
歯

科
医
療
を
視
野
に
入
れ
て
在
宅
医

療
な
ど
の
福
祉
分
野
に
進
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
方
で
、
１
年
間
の
臨
床
実
習

の
後
、
大
学
院
で
研
究
を
続
け
る

考
え
も
あ
る
。
躰
道
の
掲
げ
る
目

的
に
は
「
術
技
と
人
倫
の
理
法
を

通
し
て
自
己
形
成
を
図
り
、
社
会

に
還
元
す
る
」
と
あ
る
。
山
家
さ

ん
は
、
今
こ
こ
で
学
ぶ
す
べ
て
が

将
来
の
夢
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、

一
歩
一
歩
、
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
い
る
。

俗に言う「型」は躰道では「法
形」と呼ぶ。型にはまること
を嫌い、法則に沿ってかつ変
化する創造進化の武道である。

「将来は高齢者向けの
　　　歯科医療を目指したい」

●山家さんの研究テー
マは、歯槽骨吸収モデ
ルの様々な支台築造に
生じる応力の光弾性的
解析。 歯の象牙質に
対するレジン（ 歯科用
プラスチック）の接着が
向上し、歯の土台とし
て用いられ始めている。
実験では、歯槽骨の高
さを変化させた場合の
歯根内部応力分布状
態を光弾性法で計測・
解析し、差し歯や入れ
歯などの開発に役立て
ることを目指している。

自
ら
問
い
、
自
ら
導
く
学
生
た
ち
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第
22
回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

イ
ヴ
の
夜
に
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
表
現

24 17

12
月

学
内
保
育
施
設「
わ
く
わ
く
保
育
園
」開
園
式

2
0
0
9
年
度
卒
業
式

2
0
0
9
年
度
学
位
記
授
与
式

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
カ
ル
シ
ウ
ム
増
感
剤
に
よ
る
拡
張
型
心
筋
症
の

発
症
予
防
」木
村
彰
方 

教
授

   26 25 23

3
月

大
学
院
生
命
情
報
科
学
教
育
部
、
入
試
説
明
会
・
公
開
講
演
会

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
小
脳
変
性
に
関
与
す
る
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
」

岡
澤
均 

教
授 

新
規
採
用
職
員
接
遇
研
修（
〜
15
日
）　

於
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

8   1 

体
育
祭

生
体
材
料
工
学
研
究
所
大
学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
山
学
長
が
桜
の
木
を
植
樹

学
長
と
学
生
と
の
懇
談
会（
25
日
〜
：
右
下
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
参
照
）

初
任
職
員
研
修（
〜
28
日
）　

於
：
東
京
海
洋
大
学

26 25 17 11  8   28      10       8             7   6        5                          1

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
機
構
を
設
置

医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

実
験
動
物
セ
ン
タ
ー
を
設
置

医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

生
命
倫
理
研
究
セ
ン
タ
ー
を
常
設
セ
ン
タ
ー
に
変
更

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
日
本
語
・
英
語
）

2
0
1
0
年
度
学
部
入
学
式

新
規
診
療
従
事
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
〜
6
日
）

2
0
1
0
年
度
大
学
院
入
学
式

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
自
己
免
疫
疾
患
を
引
き
起
こ
す

T
細
胞
の
運
命
を
決
定
す
る
遺
伝
子
を
同
定
」高
柳
広 

教
授 

紺
綬
褒
章
伝
達
式〔
平
井
豊
光
氏（
株
式
会
社
栄
進
堂
代
表
役
員
）〕

2
0
1
0
年
度
新
入
生
校
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
〜
9
日
）

於
：
箱
根
湯
本
冨
士
屋
ホ
テ
ル

第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
向
け
た
教
職
員
F
D
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

➼

内
容
は
本
誌
p
5

−

17
を
参
照

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
の
主
要
病
態
が
D
N
A
損
傷

修
復
障
害
に
よ
る
神
経
変
性
で
あ
る
こ
と
を
解
明
」岡
澤
均 

教
授

2009年12月〜2010年6月の主な出来事

新
年
賀
詞
交
歓
会

ご
遺
骨
返
還
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式

19

1
月

4

4
月

5
月

6
月

医科歯科
大 生
F i l e

山家里奈
（やまか・りな）さん

歯学部歯学科 6年 
躰道部
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